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14QR0206 
問題  

図のようなラーメンＡ、ラーメンＢ及びラーメンＣの柱の弾性座屈荷重をそ

れぞれＰＡ、ＰＢ及びＰＣとしたとき、これらの大小関係として、正しいもの

は、次のうちどれか。ただし、全ての柱及び梁は等質等断面の弾性部材であ

り、「柱及び梁の重量」及び「柱の面外方向の座屈及び梁の座屈」について

は無視するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ＰＡ ＝ ＰＣ ＞ ＰＢ 

2. ＰＢ ＞ ＰＡ ＞ ＰＣ 

3. ＰＣ ＞ ＰＡ ＝ ＰＢ 

4. ＰＣ ＞ ＰＡ ＞ ＰＢ 

 

ＰＡ ＰＡ

l

h

ラーメンＡ ラーメンＢ

ＰＢ ＰＢ

2l

h

ラーメンＣ

ＰＣ ＰＣ

l

h
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1. ＰＡ ＝ ＰＣ ＞ ＰＢ 

2. ＰＢ ＞ ＰＡ ＞ ＰＣ 

3. ＰＣ ＞ ＰＡ ＝ ＰＢ 

4. ＰＣ ＞ ＰＡ ＞ ＰＢ 

 

ＰＡ ＰＡ
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ラーメンＡ ラーメンＢ

ＰＢ ＰＢ
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14AR0206 
解説 正答──４ 

弾性座屈荷重Ｐ k は、次式で求められる。 

Ｐ k＝
２

２π

kl
ＥＩ

 

Ｅ：ヤング係数 Ｉ：断面二次モーメント l k：座屈長さ 

座屈長さ l kが長いほど、座屈しやすく、弾性座屈荷重Ｐ kは小さくなる。 
座屈長さについて、ラーメンＡ、Ｂ、Ｃは、いずれも水平移動自由であり、

梁が剛体と仮定した場合には、柱の座屈長さは次図のとおりとなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(１)ラーメンＡとＣの比較 

ラーメンＡとラーメンＣの違いは、柱脚がピンか固定かである。 
梁の長さが等しく、梁の剛性が等しいため、柱の座屈長さの大小関係は、上

図の梁を剛体と仮定した場合と同様に、ラーメンＡのほうが長い。したがっ

て、弾性座屈荷重はＡのほうが小さい。 
ＰＡ＜ＰＣ 

(２)ラーメンＡとＢの比較 

ラーメンＡとラーメンＢの梁は実際には剛体ではなく、その違いは、梁の長

さである。 
ラーメンＢは、ラーメンＡよりも梁が長いため、梁の剛性が小さく、次図の

ように柱の座屈長さが長くなる。したがって、弾性座屈荷重はＢのほうが小

さい。 
ＰＢ＜ＰＡ 

h
＝
2

l k

一端ピン・他端固定
（水平移動自由）

ラーメンＡ、Ｂの梁が
剛体と仮定した場合

両端固定
（水平移動自由）

h h

h
＝

l k
ラーメンＣの梁が
剛体と仮定した場合

解　説
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以上により、ＰＢ＜ＰＡ＜ＰＣ となり、正答は４である。 
 

 

正答 4


